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の三年後の 1622 年 9 月 10 日には、長崎で 55 名が火刑に処される（元和の大殉教）のをは
































Hildebrand）は、“Christus victor:an historical study of the three main types of the idea of the
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２４ 原文では 1610 年となっているが、海老沢氏は「事件から一年余も経て始めて報告されるは
ずもない」ゆえ 1609 年の誤植ではないかと指摘しているので依拠する。（海老沢有道「一六〇
九年キリシタン殉教記」『聖心女子大学カトリック文化研究所紀要』1、1959 年、8 頁）
２５ コンヘルサン→「コンヒサン Confissão」、すなわち「信仰告白 Confession」のことを指す。
２６「1609 年 1 月 11 日付、パアデレ・ジョアン・バウチスタ・バエザ宛、ジョアンの書簡」
（「一六〇九年キリシタン殉教記」、80-83 頁）。
２７ 海老沢有道「キリシタン信仰の性格」『日本キリシタン史』塙書房、1996 年、125-126 頁。
２８『十六・七世紀イエズス会日本報告集』Ⅲ-7、70 頁。
２９ 加津佐で刊行された上下巻二冊組のもので、その下巻にはヨーロッパでベストセラーとなっ
ていたスペインの神学者グラナーダ（Luis de Granada, 1504-1588）の“Introduccion del
Symbolo de la Fe, 1582”（『信経序説』）の抄訳が収められた。その主たる内容は殉教である
（邦題「マルチリヨの理」）。







やの御組」の組織に就いて」『キリシタン研究』第 2 輯、柳谷武夫訳、吉川弘文館、1976 年、
143 頁。
































なる主をたたえよ（詩編 112 章 1 節）を歌った。彼はこの詩編を長崎で教理教育の勉強中に覚




（キリシタン研究第 40 輯）、教文館、41-45 頁、350 頁。
４６「1622 年 8月 25日付、フライ・ディエゴ・コリャドの長崎発書簡」（コリャド『日本キリシタン
教会史補遺』ホセ・デルガド・ガルシア／井手勝美訳、雄松堂書店、1980 年、139-142 頁）
（はざま・よしき 大谷大学非常勤講師）
アジア・キリスト教・多元性
